
設
立
30
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

1
9
8
9
年
の
総
代
会
で
三
木

町
に
新
診
療
所
建
設
の
方
針
が
決
定

し
、
そ
こ
の
長
に
任
命
さ
れ
た
私
は

11
月
に
三
木
事
務
所
へ
異
動
し
ま
し

た
。当

初
、
6
か
月
後
に
オ
ー
プ
ン
予

定
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
土
地
が
高

く
建
設
用
地
が
決
ま
ら
ず
、
組
織
的
に

も
組
合
員
数
が
2
0
0
名
余
り
で
診

療
所
を
支
え
ら
れ
る
状
況
に
な
く
、
土

地
探
し
と
診
療
所
を
支
え
る
組
合
員

組
織
を
作
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

事ಅ所事ಅ所
だより

を
作
る
こ

が
課

生
協
み
き
診
療
所
設
立
30
周
年
に
寄
せ
て

~

開
設
の
頃
の
思
い
出~

生
協
み
き
診
療
所

初
代
看
護
師
長

横
山
具
未
子

10
月
に
開
か
れ
た
建
設
委
員
会
総

会
で
は
、
み
き
診
療
所
の
建
設
目
的
は

「
地
域
の
組
合
員
さ
ん
の
健
康
を
守

る
拠
点
と
な
る
こ
と
」
「
山
間
部
の
医

療
の
届
き
に
く
い
地
域
へ
の
対
応
」

「
建
設
後
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
く

こ
と
」
と
確
認
さ
れ
、
組
織
目
標
は
2

0
0
0
名
の
組
合
員
と
1
億
円
の

出
資
金

(
開
設
ま
で
に
3
5
0
0

万
円)

と
決
定
さ
れ
て
お
り
、
不
慣
れ

な
私
も
、
組
合
員
拡
大
・
出
資
金
集
め
・

班
会
・
保
健
大
学
の
企
画
運
営
・
建
設

運
動
ニ
ュ
ー
ス
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
地
元
理
事
さ
ん
や
組
合
さ
ん

プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
ス

タ
ッ
フ
は
所
長
1
・
事
務
長
1
・
事
務

1
・
看
護
2
の
5
名
で
、
前
日
は
夜
中

ま
で
準
備
に
追
わ
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
そ
の
5
名
で
外
来
診
療
、

往
診
、
検
査
、
調
剤
、
物
療
、
送
迎
、

班
会
を
行
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
初
日

の
患
者
数
は
27
名
、
患
者
数
や
検
査
数

を
増
や
す
た
め
組
合
員
ホ
ー
ル
で
事

務
長
が
被
験
者
と
な
っ
て
胃
カ
メ
ラ

の
実
践
を
し
た
こ
と
も
良
い
思
い
出

で
す
。
同
年
に
み
き
診
療
所
利
用
委
員

会
が
発
足
し
、
一
緒
に
作
る
医
療
活
動

地
域
活
動
の
体
制
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
は
、
組
合
員
の
運
動
で
医
療
機

関
を
作
り
組
合
員
が
運
営
に
参
加
し

利
用
す
る
と
い
う
医
療
生
協
ら
し
さ

を
実
感
で
き
た
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
組
合
員
さ
ん
と
一
緒
に
同
じ

方
向
を
向
い
て
活
動
す
る
こ
と
で
地

域
が
見
え
医
療
生
協
の
理
念
で
あ
る

健
康
で
明
る
い
街
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
学
ん
だ
診
療
所
建
設
で
し

た
。こ

れ
か
ら
も
診
療
所
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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地
元
理
事
さ
ん
や
組
合
さ
ん

と
一
緒
の
地
域
訪
問
、
保

健
大
学
の
運
営
、
リ
ン
ゴ

の
木
オ
ー
ナ
ー
制
度
な
ど

は
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

建
設
の
樹
を
作
り
そ
こ
に

建
設
協
力
者
と
し
て
名
前

を
表
示
し
て
診
療
所
建
設

へ
の
思
い
を
集
め
て
大
口

出
資
を
目
指
し
て
も
ら
う

工
夫
も
し
ま
し
た
。

診
療
所
は
1
9
9
2

年
4
月
に
完
成
し
オ
ー



マシンが増大しました
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憲法カフェ開催催

香川医療生協、元常務理

事 松永始様を招いて「私

と原水爆禁止運動」と題し

ての貴重な体験談をお聞きての貴重な体験談をお聞き

することが出来ました。

松永さんは、1966 年から 2018 年に渡り、

実に 52 回も「原水爆禁止世界大会」に参加さ

れました。その中で 1988 年の「第 3 回 国

連軍縮特別総会ニューヨーク大会」、2005

年、2010 年、2015 年の「NPT 再検討会議」

等にも参加され、また同時に 1969 年からは、

「被爆者健診」へも取り組まれ、その他にも、

「平和祈願灯籠流し」、原爆死没者慰霊平和祈

年祭「原爆の火」の塔建立など、核無き平和に

向けての数々の活動をされてきました。

私たちも、今の平和な生活が送れる根底には

このような活動が有ったからこそで、今の自分

たちが居ることを日々忘れずに、核兵器のない

世界が 1 日も早く実現できるよう、色々な活

動に参加していきましょう。

10 月より、インフルエンザワクチンの予防接

種が始まります。香川県全域にて接種可能です。

組合員 3 人以上から送迎もさせて頂きます。

詳しくは、

生協みき診療所（電話 087-891-0303）

受付まで宜しくお願い致します。

秋・冬は秋 冬は

インフルエンザ
にももももももご用心を

人人人人ととととととととと人人人人人人人とををとと人人人人人人人ととととを
繋げる

をを
るるるるるるるるるる

7 周 年 祭

体力・筋力の向上

を図るためのマシン

トレーニングは、こ

れまでも人気があ

り、特にニューステ

ップは台数が限られ

ていたため、利用者

様に待っていただく

場合がありました。

この度新たにニュ

ーステップ 1 台を増

台することとなり、

利用者様の待ち時間短縮につながり、スムーズ

なリハビリが行えるようになりました。

たたたたたたたたたたたたたたたた

体体体体体力力力 筋筋筋筋筋筋筋筋筋筋筋筋筋力力力力のの

通所リハビリ

マシンが増大しました

皆様のご協力により、

居場所 miki カフェが 7 月

20 日感染対策を取りなが

ら、皆様の笑顔とあたた

かい心を頂きました。ま

た、医療福祉生協全国紙

「comcom」から取材も

駆けつけ、インタビュー駆けけけけけつけ、インタビュ

にご協力を頂いた組合員様を含め、協力してい

ただいている皆様ありがとうございました。ございました。

今後もコロナ禍

で感染状況に目

配りしながら、

安全衛生対策を

行い人のつなが

りを大切にしな

がら実施できた

らと考えています。

毎月第 3 水曜日

10 時～14:00 頃

10 月 19 日

11 月 16 日

12 月 21 日

開催予定ですのでお楽しみに。




